
人と動物と環境はつながっている

O n e  H e a l t h
ワンヘルス（One Health= ひとつの健康 ) とは、

人と動物の健康および環境の保全をひとつとして捉え、
みんなで考え、行動することです。
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小学校４～６年生のためのワンヘルスリーフレット
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例：４年生
自然とともに生きる
アカウミガメの来るはま

など

総 合

家 庭

学 活 社 会

図 工 理 科

体 育 道 徳

　人間、動物、そして私たちを取り巻く自然環境。これらは全部つながっています。ワンヘルスとは、この「つながり」を大切
にした、「みんなの健康はひとつ」という考え方です。
　では、動物や環境が健康でなくなると、どんなことが起こるのでしょうか。

　ワンヘルスには、以下の６つの柱があります。みんなで協力して、これらの問題に向き合い、自分にできることから始め
ることで、人も動物も環境もみんなが健康で幸せに暮らせる世界をつくることができます。

小学生のみなさん、「ワンヘルス」というとても大切な考え方を通して、
これから自分たちにできることをいっしょに考えてみましょう。

ワンヘルスって何だろう？

ワンヘルスでは、どのようなことに取り組むの？

ワンヘルスの学びって？

１　人と動物の間でうつる感染症を防ぐ ４　人と動物が仲良く暮らす

２　薬がきかない細菌の出現を防ぐ ５　みんなの健康づくり

３　自然を守る

　ワンヘルスは、みなさんが普段学習している多くの内容とつながっています。
　ワンヘルスのレンズで各教科等をのぞいてみましょう。すると、まずは「気付き」が生まれ、「調べて」
みると、色々なことを考えさせられます。ワンヘルスについて「考えたり話し合ったり」すると、行動へ
のきっかけが生まれます。実際に「行動して」みると、さらに新たな気付きがあります。　　
　このようなサイクルをくり返しながら、人と動物と環境の健康のために、自分にできそうなことを考
え、実際に行動できるようになることが大切です。
　次のページからは、ワンヘルスの６つの柱について説明しています。大切な地球を守るために、今から始められる「ワン
ヘルス」をいっしょに考え、行動につなげていきましょう。

６
つ
の
柱

ワンヘルスの
レンズ

各教科等の学び

例：４年生
自然を生かした
まちづくり

ワンヘルスの学び

行動への
きっかけ

主に関連する柱： ３・４・５

気付く

考える
話し合う

例えば…
ワンヘルスの

柱３・４・５と
道徳・社会の
学びを
関連
させて

1

行動する 4

みんなが健康にくらせる海にするために、私たちができることは何だろう。

ウミガメが安心できる海は、人にとってもくらしやすい環境なんだな。
洗
ざ
い
を
た
く
さ
ん
流
し
た
り
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
ふ
や

し
た
り
し
て
し
ま
う
と
、海
を
よ
ご
す
原
い
ん
に
な
る
ん
だ
ね
。

食
器
を
洗
う
前
に
、油
よ
ご
れ
を
ふ
き
と
っ
た
り
、食
べ
物
を
ほ
ぞ
ん

す
る
ラ
ッ
プ
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し
よ
う
。

各
教
科
等
を
の
ぞ
く
と…

新たな
気付きへ

調べる2

3

６　食から考える　人・動物・環境のつながり

病気にかかり
やすくなる

水や空気がよごれる
森林がへる・地球温だん化

家ちくが病気になる
外来生物が増える

肉や卵が
食べられ
なくなる

自然界の
バランスが
くずれる

住みかが
なくなり、
動物がへる

動物が健康でなくなると…
例えばこんなことが…

環境が健康でなくなると…
例えばこんなことが…

人も動物も環境も健康

　このように、人間が健康であるためには、動物も環境も健康であることが必要です。
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　「人獣共通感染症」とは、動物から人へ、または人から動物へうつる病気のことです。狂
きょう

犬
けん

病
びょう

や鳥インフ
ルエンザなどがその代表的な例です。最近では、新

しん
型
がた

コロナウイルス感染症が世界中で広がりました。これ
は、コウモリなどの野

や
生
せい

動物がもっていた病
びょう

原
げん

体
たい

が、人に感染したと考えられています。
　この人獣共通感染症が動物から人にうつる方法には、主に 3 つあります。
　・動物に直

ちょく
接
せつ
かまれたり、引っかかれたりしてうつる

　・病気の動物が触
さわ
った物に人が触

ふ
れてうつる

　・病気の元を運んでいる蚊
か
やマダニに刺

さ
されたり、かまれたりしてうつる

　では、どうすれば人獣共通感染症を防げるでしょうか？
　まず、動物に触った後は必ず手を洗い、うがいをしましょう。野生動物には近づかないことも大切です。
そして、犬や猫

ねこ
などのペットには、決められたワクチンを打つことが必要です。特に、日本では、犬には狂

犬病のワクチンを打つことが、法
ほう

律
りつ

で決められています。
これは、人とペットの両方を守るためのものです。
　他にも、人獣共通感染症について正しいことを知って、
まわりの人たちに教えてあげることも大切です。
　こうした取組は『ワンヘルス』という考え方に基

もと
づい

ています。これは、人の健康、動物の健康、そして環
かん

境
きょう

（住すんでいる場所）の健康が、みんなつながっていると
いう考え方です。
　わたしたちがこの考え方を理

り
解
かい

して、みんなで協力し
て人も動物も元気に暮

く
らせる世界を作っていきましょう。

昔から続く！人と動物の健康ものがたり
　むかしむかし、約 1 万年前に人間が農業を始めて、牛や
羊などの動物を家

か
畜
ちく

として飼
か

うようになった頃
ころ

から、動物
の病気が人にうつるようになりました。例えば、結

けっ
核
かく

とい
う病気は、もともと牛の病気でしたが、人間にもうつるよ
うになったのです。
　それから、結核や天

てん
然
ねん

痘
とう

など、動物から人間にうつった
病気が原

げん
因
いん

で、たくさんの人が苦しみました。病気になる
と、高熱や、ひどい時には命を落とすこともありました。
でも人間は、あきらめずに病気と戦いました。ワクチンや
新しい薬を発明しました。また、生活の環

かん
境
きょう

を良くするこ
とで、病気から身を守ってきたのです。
　そして、人と動物の健康は深くつながっていることがわ
かってきました。きれいな水や空気を守り、動物も人も健
康に暮

く
らせる環境を作ることが大切

なのです。これが「ワンヘルス」と
いう考え方です。

調べてみよう 話し合ってみよう

・動物と触
ふ

れあうとき、どのような点に気を付ければ
いいのかな？

・家庭や学校の中で行う感
かん

染
せん

症
しょう

予
よ

防
ぼう

には、どのよう
な方法があるのかな？

ことばの説
せつ

明
めい

●感
かん

染
せん

症
しょう

 ： 目に見えない小さな生き物が体に入って、熱や
咳
せき

、おなかが痛
いた

くなるなどの症
しょう

状
じょう

が出る病気です。

● 狂
きょう

犬
けん

病
びょう

 ： 狂犬病の犬にかまれてうつる人や犬などの哺
ほ

乳
にゅう

動物の病気です。水を怖
こわ

がったり、体が自
じ

由
ゆう

に動かなく
なったりするなどの症状が出ます。犬への予

よ
防
ぼう

注
ちゅう

射
しゃ

で予防
することができます。

人
じん

獣
じゅう

共
きょう

通
つう

感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

 
人 と 動 物 と の 間 で う つ る 感 染 症 を 防

ふせ

ぎ ま し ょ う
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　病気を治すために使われる抗
こう

生
せい

物
ぶっ

質
しつ

などの抗
こう

菌
きん

薬
やく

は、体の中の細菌と戦う大切な薬です。でも、この薬を
正しく使わないと、薬が効かない「薬剤耐性菌」という強い細菌が現

あらわ
れてしまいます。薬剤耐性菌ができて

しまうと、病気の治
ち

療
りょう

が難
むずか

しくなり、時には重
じゅう

症
しょう

化
か

することもあります。
　なぜ薬剤耐性菌ができてしまうのでしょうか。その主な原

げん
因
いん

は、抗菌薬の使い方を間
ま

違
ちが

えてしまうことで
す。例えば、インフルエンザなどのウイルスが原因の病気に抗菌薬を使っても効

こう
果
か

があり
ません。それどころか、むしろ薬剤耐性菌を増やしてしまう可

か
能
のう

性
せい

があります。
　この問題は、わたしたち人間だけでなく、動物や環

かん
境
きょう

にも影
えい

響
きょう

を与
あた

えます。家
か

畜
ちく

やペッ
トに不必要に抗菌薬を与

あた
えると、人間と同じように薬剤耐性菌が生まれ、それが川や土な

どの自然界に流れ出たりすることで、環境にも悪
あく

影響を与えます。
　薬剤耐性菌を増やさないために、わたしたちにできることがあります。
　・インフルエンザなどのウイルスには抗菌薬が効かないことを
　　理解する
　・医

い
師
し
の指

し
示
じ
通
どお
りに抗菌薬を使

し
用
よう
する

　・他の人の薬は使わない
　・手洗い、うがいをしっかり行い、感

かん
染
せん
予
よ
防
ぼう
を心がける

　このように、抗菌薬を正しく使うことは、わたしたちの健康だけで
なく、動物たちや環境を守ることにもつながっているため、「ワンヘ
ルス」という考え方が薬剤耐性を防ぐカギとなります。

「細
さい

菌
きん

」と「ウイルス」はどう違うの？
　病気の原

げん
因
いん

となる細菌とウイルス。どちらも目には見え
ないほど小さいのですが、その性

せい
質
しつ

はまったく違
ちが

います。
　細菌は一つの細

さい
胞
ぼう

でできた生き物です。自分で栄養を取
り込

こ
んで増えることができ、わたしたちの体の中や自然界

のいろいろな場所で生活しています。例えば、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

を引
き起こす大

だい
腸
ちょう

菌や肺
はい

炎
えん

を引き起こす肺炎球
きゅう

菌
きん

なども細菌
の一種です。これらの病気を起こす細菌には、抗

こう
菌
きん

薬
やく

が治
療に効

こう
果
か

を発
はっ

揮
き

します。
　一方、ウイルスは細菌よりもさらに小さく、必ず生き物
の細胞の中に入り、その細胞を使って増えていきます。生
き物の細胞がなければ増えることができません。インフル
エンザの原因となるウイルスは、わたしたちの体の細胞に
入り込んで増えることで病気を引き起こします。
　このように、細菌とウイルスは全く違う性質を持ってい
るため、治

ち
療
りょう

法
ほう

も異
こと

なります。そのため、
医
い

師
し

は病気の原因が細菌かウイルスか
を見

み
極
きわ

めて、治療法を選んでいます。

調べてみよう 話し合ってみよう

・抗
こう

菌
きん

薬
やく

が効
き

かない菌って、どうして怖いの？ 
・同じ病気でも病院でもらう薬は、なぜ人によって

種
しゅ

類
るい

が違
ちが

うの？
・薬を飲むときの大切なルールはなんだろう？

ことばの説明

●抗
こう

生
せい

物
ぶっ

質
しつ

 ： 細
さい

菌
きん

をやっつけたり、弱らせたりする薬です。

●耐
たい

性
せい

 ： 細菌が、自分を守る方法を覚
おぼ

えて、薬が効
き

きにくく
なる性

せい
質
しつ

のことです。

●細
さい

胞
ぼう

 ： 生き物の体を作っている、とても小さな部品です。

● 食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

 ： 食べ物や飲み物に含まれる細菌やウイルスが
原
げん

因
いん

で、おなかを壊
こわ

したり吐
は

き気
け

が出たりする病気です。

●肺
はい

炎
えん

 ： 細菌やウイルスによって肺が赤く腫
は

れて、痛
いた

くなる
病気です。

薬
やく

剤
ざい

耐
たい

性
せい

菌
きん

対
たい

策
さく

薬 が 効
き

か な い 細
さい

菌
きん

の 出
しゅつ

現
げん

を 防
ふせ

ぐ
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　わたしたちのまわりには、美しい森や川、草原がたくさんあります。これらの自然は、わたしたちや動物
が元気に生きていくために、とても大切な存

そん
在
ざい

なのです。森は空気をきれいにしてくれます。川や湖は生き
物に必

ひつ
要
よう

な水を与
あた

えてくれます。
　でも今、地球の様子が少し変わってきています。暑い日が増えたり、大雨が降ったり、雨が全然降らなかっ
たりして、多くの生き物たちが困

こま
っています。

　それから、森の木が切り倒
たお

されたり、空気や水が汚
よご

されたりして、多くの生き物が住む場所を失っている
のです。中には、このままでは絶

ぜつ
滅
めつ

してしまうかもしれない
生き物もいます。地球にはたくさんの種

しゅ
類
るい

の生き物がいます
が、だんだん少なくなってきています。これを「生

せい
物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

の減
げん

少
しょう

」といいます。
　こういった変化は、人と動物と自然のつながりを壊

こわ
してし

まいます。たとえば、生き物が住む場所が少なくなると、人
間の住む場所にやってくることがあります。また、地球が暖

あたた

かくなると、病気を運
はこ

ぶ虫の住む場所が増えて、感
かん

染
せん

症
しょう

が広
がりやすくなるでしょう。
　では、わたしたちには何ができるでしょうか？ゴミを減

へ
らし

たり、使っていない電気を消したり、身近なところから自然を
守る行動を始めることができます。一人ひとりのちょっとした
行動が、地球と生き物たちを守る大切な一歩になります。

地球の変化と生き物のつながり
【地球の変化】
　最近、とても暑い日や大雨が増

ふ
えて、わたしたちの生活

に影
えい

響
きょう

が出ています。約 270 年前と比べると、地球の温度
は 1.1 度も高くなり、台風が大きくなったり、森の火事が増
えたりしています。この変化で、野菜や米が育ちにくくなっ
たり、水が足りなくなったり、動物たちの住む場所がなくなっ
たりしています。地球を守るため、食べ物や水など、自然か
らの贈

おく
り物を大切に使うことが求

もと
められているのです。

【生き物のつながり】
　地球には約 800 万種もの生き物がいて、みんなつながっ
て生きています。しかし、ある虫がいなくなると、その虫を
食べる鳥も減

へ
ってしまいます。このように一つの生き物が少

なくなると、その生き物を食べる動物や、花
か

粉
ふん

を運
はこ

ぶ虫た
ちにも影響が出て、自然のバランスがくずれてしまいます。
たくさんの種

しゅ
類
るい

の生き物がいることで、わたしたちは食べ物
やきれいな空気と水などをいただくことができます。

調べてみよう 話し合ってみよう

・地球の温度が上がると、わたしたちや生き物にどの
ようなことが起こるのかな？

・生き物が減
へ

ってしまうと、どうして困
こま

るのかな？
・地球の温度を上げないためにわたしたちはどうした

らいいのかな？

ことばの説明

●絶
ぜつ

滅
めつ

 ： ある種類の生き物が地球上からいなくなってしま
うことです。森や川などの環

かん
境
きょう

や気候の変化が原
げん

因
いん

とな
ります。

●多
た

様
よう

性
せい

 ： 地球に住む生き物たちが、それぞれちがった形
や色、大きさをもっていることです。動物や植物、虫たちが
みんなちがって、でもつながって生きているのが生物多様
性です。

環
かん

境
きょう

保
ほ

護
ご

自 然 を 守 る 　 地 球 の 変 化 、生 き 物 の つ な が り  
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　わたしたちのまわりには、家で飼
か

っている犬や猫、動物園にいるトラやキリン、牛や豚
ぶた

などの家
か

畜
ちく

、山や
海で生きる野生動物など、たくさんの動物たちがいます。これらの動物とわたしたちは、とても深いつなが
りを持って生きています。
　例

たと
えば、ペットと暮らすことで、毎日の散

さん
歩
ぽ

や世
せ

話
わ

などで人間は体を動かすようになります。また、ペッ
トを飼っていなくても、動物となかよくする方法はたく
さんあります。動物園に行って動物を観

かん
察
さつ

したり、動物
に関する本を読んだりするのも良いでしょう。
　動物のことを考えると、心が温かくなって、優

やさ
しい気

持ちになれます。また、野生動物が暮らす豊
ゆた

かな自然は、
きれいな空気や水、おいしい食べ物をわたしたちに与

あた
え

てくれます。　　
　でも、ペットを途

と
中
ちゅう

で捨
す

てる人がいたり、人の住む場
所に野生動物が現れて困

こま
ることもあります。

　このような問題をなくして、人と動物が一
いっ

緒
しょ

に幸せに
暮らせる社会を作るために、まず、動物たちのことをよ
く知ることが大切です。ペットは、最後まで大切にお世
話をしましょう。野生動物は、病気を持っていることが
あるので、近づかないようにしましょう。それから、森
や川を守る活動に参加すると、自然の健康が保

たも
たれ、人

間や動物が安心して生きていくことができます。みんな
で協力し、一人ひとりができることを続けていくことで、
人と動物がなかよく暮らせる未来が広が
ります。

犬はともだち
　犬は、昔

むかし
から人間のよきパートナーとして生きてきまし

た。昔の犬は、狩
か

りで獲
え

物
もの

を見つけたり、家や家族を他の
動物から守ったりする大切な仕事をしていました。
　今では、多くの犬が家族の一員としてわたしたちと楽し
く暮

く
らしています。犬はとても賢

かしこ
くて、飼

か
い主

ぬし
の気持ちを

上
じょう

手
ず

に理解することができるようです。例えば、飼い主が
悲しいときには、そばにきて元気付けてくれます。うれし
いときには、しっぽを振

ふ
って一

いっ
緒
しょ

に喜んでくれます。
　でも、犬が苦

にが
手
て

な人や動物アレルギーの人へ配
はい

慮
りょ

するこ
とや、犬が病

びょう
気
き

にならないように気を付けること、散
さん

歩
ぽ

の
ときはリードをつけることなど、犬と暮らすには責

せき
任
にん

も必
ひつ

要
よう

です。

調べてみよう 話し合ってみよう

・森や山の動物たちが、どのような場所だと楽しく暮
く

らせるのかな？
・動物となかよくすると、どうして体や心が元気にな

るかな？
・飼

か
っていたペットを捨

す
てる人がいるけど、どうした

らなくなるのかな？

ことばの説明

●家
か

畜
ちく

 ： 牛や豚
ぶた

、鶏
にわとり

など、人間が、野生動物から少しずつ変
化させてきた動物のことです。わたしたちの貴

き
重
ちょう

な食べ物
となる大切な動物です。

●野生動物 ： 山や森に住むイノシシやシカ、海に住むイルカ
や空を飛ぶワシのように人間に飼

か
われていない、自然の中

で暮
く

らしている動物たちのことです。

●配
はい

慮
りょ

 ： 他の人の気持ちや状
じょう

況
きょう

を考えて、その人に合わせ
た行動をすることです。

人と動物の共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

づくり
人 と 動 物 が 仲 良 く 暮

く

ら す
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　わたしたちの健康は、自然や動物、そして毎日の生活とつながっています。このつながりを大切にするこ
とで、心も体も元気になれるのです。
　自然の中で過

す
ごすと心が落ち着いて、体も元気になります。森や公園で散

さん
歩
ぽ

をしたり、木々の間で深
しん

呼
こ

吸
きゅう

をしたりすると、病気と戦う力が強くなることが分かっています。外に出られないときは、窓
まど

から見える木
や花を眺

なが
めたり、家で植物を育てたりするだけでも、自然とつながることができます。

　動物と触
ふ

れ合うのも、心を元気にしてくれます。犬や猫
ねこ

などのペットと遊んだり、お世話をしたりすると、
心が温かくなります。ペットを飼

か
えなくても、動物の写真や動画を見るだけで、心が落ち着くことがあります。

　食事も大切です。地元で採
と

れた新
しん

鮮
せん

な野菜や果物を食
べることは、わたしたちの体に良いだけでなく、地

ち
域
いき

の
自然を守ることにもなります。
　運動は、得

とく
意
い

な人も苦手な人も、自分に合った方法で
楽しむことが大切です。散歩をしたり、軽いストレッチ
をしたり、ゆっくり深呼吸をしたりするだけでも、心と
体は元気になれます。
　このように、自然や動物とのつながりを意

い
識
しき

したり、
自分に合ったやり方をためしたりしながら健康づくりを
楽しむことは、ワンヘルスの大切な取組の一つです。

健康に過
す

ごすって？
　健康は、かぜをひいていない、けがをしていない、とい
うだけではありません。体が元気なことはもちろん大事で
すが、心も楽しく、まわりの人たちとなかよく過ごせること
も大切なのです。例えば、体は元気でも、心

しん
配
ぱい

事
ごと

があって
ずっと悩

なや
んでいたり、さびしい思いをしていたりすると、本

当の意味で健康とは言えません。一
いっ

緒
しょ

に過ごせる仲間がい
たり、好きなことをしながら自分の時間を楽しんだりする
ことは、心と体を元気にしてくれます。
　また、わたしたちの健
康は、きれいな空気や水、
そしてまわりの動物たち
の健康とも深くつながって
います。みんなが元気で
いられる世界をつくること
が、わたしたちの健康に
もつながるのです。

調べてみよう 話し合ってみよう

・森や海、山に行くと、どのような気持ちになるかな？
・野生動物が少なくなると、どのようなことが困

こま
るの

かな？
・ゴミを少なくすることは、どうしてわたしたちの健

康に良いのかな？

ことばの説明

●深
しん

呼
こ

吸
きゅう

 ： 大きく息を吸
す

って、吐
は

くことです。気持ちが落ち
着かないときや、疲

つか
れたときに数回ゆっくりと深呼吸をして

みましょう。心が落ち着き、体の中に新
しん

鮮
せん

な空気が入って
元気になります。

●ストレッチ ： 体をゆっくり伸
の

ばして筋
きん

肉
にく

をのばす運動で
す。かたくなった体がやわらかくなって、体や心の調子が良
くなります。

健康づくり
み ん な の 健 康 づ く り  

Section

05

06



©ワンヘルスぼうや ©ぶなちゃん

福岡県ワンヘルス推進ポータルサイト
https://onehealth.pref.fukuoka.lg.jp/

「ワンヘルス」について
もっと知りたい！

　おなかの中には、目には見えない小さな生き物がたくさんすんでいま
す。中でも、乳

にゅう
酸
さん

菌
きん

やビフィズス菌といった「体によい菌」は、おなか
の調子をよくし「体に悪い菌」からわたしたちを守り健康にしてくれます。
　では、これらの菌はどこからくるのでしょうか。実は、わたしたちが食
べる毎日の食べ物の中に、いろいろな「体によい菌」が入っているのです。
　食べ物に、「体によい菌」がたくさん入るためには、きれいな土や水
などの自然がとても大切になります。もし、野菜や果物を育てる時に虫よけの薬などを使いすぎると、土や水
が汚

よご
れてしまい、「体によい菌」や食べ物に良くないことが起きてしまいます。

　牛
ぎゅう

乳
にゅう

や卵
たまご

、お肉も、動物からもらっている大切な食べ物です。動物が元気に過ごせる環境を作ることが、わ
たしたちの健康にもつながるのです。
　また、できるだけわたしたちが住んでいる地域で作られた食べ物を選ぶことも大切です。食べ物を遠くから
運
はこ

ぶよりも、燃
ねん

料
りょう

を使う量を減
へ

らすことができて地球にもやさしく、安心して食べることができます。それに、
わたしたちが住む地

ち
域
いき

に昔から伝わる食べ物を守ることもできます。
　食べ物がどのように作られてわたしたちのところに届くのかを知ると、食べ物を通じて自然や動物ともつな
がっているとわかります。わたしたちの毎日の食事は、大きな自然の一部なのです。

環
かん

境
きょう

と人と動物のより良き関
かん

係
けい

づくり
「 食 」か ら 考 え よ う ！ 環 境 ・人 ・動 物 の つ な が り

Section
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脳
のう

とおなかと菌
きん

は「なかよし」！
　おなかの調子が悪い時には気分も落ち込

こ
ん

だり、不安なときにはおなかが痛
いた

くなったりし
ます。わたしたちの体では、脳とおなかがいつもつながって
います。また、おなかには体を守る腸

ちょう
内
ない

細
さい

菌
きん

が住んでいます。
安全でおいしい野菜や果物を食べることで、腸内細菌は元
気に働きおなかの中を健康に保

たも
つ大切な役

やく
割
わり

を果たしてく
れます。だから、毎日の食べ物がとっても大切です。野菜や
果物、おみそやヨーグルトなどの発

はっ
酵
こう

食
しょく

品
ひん

を食べるように
心がけると、腸内細菌が元気になって、みんなの体も心も
元気にしてくれます。
　早

はや
寝
ね

早
はや

起
お

きをして、毎日バランスよく食事することも、腸
内細菌を元気にするために大切です。脳とおなか、そして腸
内細菌は、協力して、わたしたちの健康を守ってくれています。

調べてみよう 話し合ってみよう

・わたしたちが住んでいる地
ち

域
いき

の食材や料理にはどの
ようなものがあるのかな？

・わたしたちが住んでいる地域の食べ物を食べることは、
どうして自然や地球にやさしいのかな？

・どうしたら「食べ物のムダ」をへらせるのかな？

ことばの説明
● 乳

にゅう
酸
さん

菌
きん

 ： ヨーグルトなどに入っている体によい小さな生
き物です。おなかの中の環

かん
境
きょう

を整えることで、おなかの調
子を良くする手助けをします。

●腸
ちょう

内
ない

細
さい

菌
きん

 ： おなかの中にたくさん住んでいるたくさんの
小さな生き物たちのことです。食べ物の消化を助け、病気
から守るなど大切な働きをしています。

●発
はっ

酵
こう

食
しょく

品
ひん

 ： みそやチーズのように、目に見えない小さな
生き物の働きで、おいしく、体に良いものに変わった食べ
物のことです。

「つながる健康、広がる未来 ―ワンヘルスの世界―」
　わたしたち人間の健康は、動物たちや環

かん
境
きょう

とつながっています。このつながりを知り、動物や環境
を大切にすることが、みんなの未来を守る最初の一歩です。「ワンヘルス」とは、人間と動物と環境の
健康は、みんなつながっているという考え方です。だから、毎日の手洗いや薬を正しく使うといった小
さなことが、まわりの生き物や自然、そして私たち自身の健康を守る大きな力になるのです。
　このリーフレットを読んで、新しい発見があるとうれしいです。おもしろい「ワンヘルス」の世界へ、
いっしょに行きましょう！


